
１　教育目標

２　学校経営方針

３　重点目標

４　自己評価

児 童
生 徒

保護者 教職員
児 童
生 徒

保護者 教職員

教 育 目 標 教育目標を達成している 94 95 94 98 92 100

学 校 の 雰 囲 気 明るく楽しい雰囲気である 91 96 100 92 97 92

組 織 運 営 校務分掌は責任体制が明確で、適切に機能している 100 100

業 務 の 改 善 校務の縮減・効率化等、業務の改善を推進している 100 85

ルールやマナーを身に付けている 87 86 76 93 81 62

挨拶をよくしている 93 79 88 93 80 69

「あ・は・は運動」を知っている（小学校のみ） 82 85 82 95 94 100

教職員は悩みや相談に親身に対応している 94 94 100 93 95 92

いじめ防止対策 学校はいじめ防止のための対策をとっている 84 87 100 90 91 92

人 権 教 育 生命や人権を尊重しようとする心が育っている 98 93 88 98 89 77

平 和 教 育 平和の大切さを感じ、その思いを発信しようとしている 97 91 88 100 90 92

特 別 支 援 教 育 学校は教育的ニーズに応じた教育を行っている 96 90 94 96 91 100

特 色 あ る
学 校 づ く り

伝統や校風、地域の実態に即した教育を行っている 88 99 100 92 96 100

わかりやすい授業を行っている 95 91 100 96 97 92

家庭学習の習慣が身に付いている 88 78 71 89 79 67

将来の自立に向けて適切に指導している 96 89 94 97 90 100

長崎のまちや自分の住んでいる地域が好きである 95 97

確
か
な
学
力

・児童生徒の96%、保護者の97%が
「わかりやすい授業」と回答してお
り、日々の授業実践が全属性から高
く評価されている。
・他項目に比べ「家庭学習の習慣
（児童89%、保護者79%、教職員
67%）」の肯定率が低く、特に教職員
の視点では、授業での手応えほど家
庭での定着に至っていないという認
識がある。
・教職員の肯定率（67%）の低さを重
く受け止め、授業と連動した宿題の
工夫や、家庭での学習環境づくりを
保護者へより具体的に啓発する。

学 習 指 導
・ 教 育 課 程

キ ャ リ ア 教 育

分析及び改善策（肯定的割合・％） （肯定的割合・％）

学
校
経
営

・ 教職員による「業務改善（85%）」と「学
校の雰囲気（92%）」の肯定率が他項目に比
べ低く、教育の質の維持に対する現場の負担
感増大が懸念される。
・保護者の教育目標達成への肯定率は92%に
留まり、学校の成果が家庭へ十分に伝わり
きっていない。
・児童生徒の成長エピソードを積極的に共有
し、保護者の理解と満足度を高める。
・業務効率化を通じて教職員の精神的余裕を
確保し、活気ある学校風土を維持する。

心
の
教
育

生活・生徒指導

・教職員の「ルール・マナー
（62%）」「挨拶（69%）」への肯定
率が低く、子供の主観（93%）と現場
の認識に大きな乖離がある。
・組織運営は適切（100%）だが、業
務改善の肯定率は85%に留まり、多忙
化が「学校の雰囲気（92%）」にも影
響している。
・人権教育や教育目標において保護
者の評価が他者より低く、学校の成
果が家庭に伝わりきっていない。
・挨拶やマナーについて教職員間で
指導基準を再確認し、児童生徒・保
護者へ「目指す姿」を具体的に発信
する。
・100%機能している組織力を活か
し、既存業務のスクラップ（廃止）
を進め、教職員の精神的・時間的余
裕を創出する。
・平和教育（100%）や人権教育
（98%）など、子供たちの高い達成状
況を具体的事例とともに保護者へ積
極的に広報する。
・教職員の肯定率が低い項目を重点
課題に設定し、学年・分掌を越えた
共通実践を強化する。

令和７年度　学校評価アンケートについて

長崎市立福田小学校

心を満たし、「夢や願い」を叶える学校
　　合言葉　見つめよう、認めよう<自分も相手も>

目指す学校像
　〇　しっとりと落ち着いた学校
　〇　子ども・保護者・教職員・地域が互いのことを大切にする
目指す児童像
　〇　「こと（事）」課題を自分事としてとらえ、自分のよさを生かしながら粘り強く解決に取り組む子ども
　〇　「たん（胆）」心身の安全・健康を意識し、自分の長所を臆せず発揮する子ども
　〇　「ひと（人）」社会の一員であることを自覚し、よりよい社会との関わり方を身に付けようとする子ども
目指す職員像
　〇　子どもが主体的に学ぶ教育活動を展開する教職員
　〇　子どもの学びと社会との関連を意識した教育活動を展開する教職員
　〇　子どもが安全・健康で生きる喜びを味わえる教育活動を展開する教職員
　〇　自らも学習者として、学びの姿勢を持ち続ける教職員

(1)　確かな学力の向上
(2)　健やかな心と体を育成
(3)　学校・家庭・地域の連携による教育の充実
(4)　子どもが安全・安心に学べる教育環境の整備

領
域

項　　　目 質　問　内　容

アンケート結果（R6) アンケート結果（R7)



保 健 ・ 衛 生 衛生管理に努め、健康に関する教育を行っている 93 93 100 96 93 92

早寝・早起き・朝ごはん（基本的生活習慣）が身に付いている 85 82 100 86 87 75

体力向上に努めている 87 89 100 91 86 92

食 育 食に関する教育活動を行っている 94 95 100 97 97 100

安 全 管 理 児童生徒の安全に気を配っている 93 97 93 99 94 100

情 報 提 供 学校の状況は通信やＨＰ等で知ることができる 92 99 100 93 99 100

Ｐ Ｔ Ａ ・ 地 域
と の 連 携

学校はPTAや地域との連携がとれている 71 98 100 73 100 100

職 員 資 質 向 上 研修が充実し、資質が向上している 93 92

環 境 整 備 教育環境が充実し、整備されている 84 93 75 89 95 92

職 場 環 境 学校は働きやすい職場づくりに積極的に取り組んでいる 94 100

５　自己評価のまとめ（成果・課題・対策等）
〇

〇

〇

６　学校関係者評価

７　対策等の見直し（学校関係者評価を受けて）

○児童は、地域での挨拶が定着しており、明るく人懐っこい。児童同士の仲も良く、平穏な校風が保たれている。教
職員は、非常に協力的で、校内の雰囲気は極めて良好である。欠員発生時も、全職員による組織的な対応で課題を克
服しており、強固なチームワークが確立されている。
○体験不足からか、他者の気持ちを推し量ったり、目に見えない先の結果を想像したりする力が弱まっていることが
懸念される。また、デジタル環境の充実により、知識としては「知っている」ことが増えた一方で、実感を伴う「経
験」が圧倒的に不足している。地域としても、どのような実体験の場（自然体験、社会体験など）を提供し、その経
験不足を補っていけるかを考えていく。
○不登校や学力課題の背景には家庭環境が深く関わっており、学校のみの働きかけでは改善が困難な事案が増加して
いる。家庭の協力が得られないケースへの対応を考えていく必要がある。

○地域行事の内容や地域からの評価を児童に意図的に還元し、自分たちが地域の一員であるという自己有用感を高め
る。地域ボランティアや行事への参加を促す情報発信を強化し、家庭とも連携する。
○会議時間の短縮や、チャットツール等による迅速な情報共有をさらに進め、教職員が「児童と向き合う時間」や
「教材研究の時間」を物理的に捻出する。
○ スクールカウンセラー（SC）やスクールソーシャルワーカー（SSW）等の福祉・行政との連携強化をさらに深め、
「事後対応」から「未然防止・情報共有」の視点で対応していく。

　たくさんの励ましのご意見、温かいお言葉をいただきました。ありがとうございました。
　今後もよりよい学校づくりに向けて、全職員で取り組んでまいります。保護者の皆さまのご協力が欠かせません。
　ご理解とご協力をお願いいたします。

　昨年度進めた校務の精選・効率化により、一定の成果を得た。しかし今年度は、年度途中の欠員に対し代替職
員の配置が叶わず、職員に負担がかかる状況が生じた。組織的なバックアップにより教育活動の質は維持したも
のの、個々の心身のゆとり確保には課題が残った。今後はさらなる業務の平準化と校務の機能性向上を加速さ
せ、全教職員が万全の態勢で児童と向き合える持続可能な指導体制を再構築していく必要がある。

　学校目標にも示してある、全ての人の心を満たすために、教職員が児童一人一人の理解、保護者理解に努めて
くれた。休み時間に児童と積極的に遊ぶ姿は、児童の情緒安定に繋がり、学校だよりや学級通信を通じた発信に
より保護者からも高く評価された。また、「パワーアップ習慣」等の取り組みに対し、家庭からの温かい協力と
感謝の声が寄せられたことは、教育活動の大きな推進力となった。今後も対話を重視し、学校と家庭が一体と
なった教育を推進していく。

　確かな学力の定着に向け、クロームブックの利活用をさらに図り、個別最適な学びを推進することが喫緊の課
題である。これに伴い、宿題のあり方についても、従来の画一的な内容から、児童が自らの課題に合わせて取り
組む自学形式やデジタル教材の活用へと段階的に改善していく必要がある。ICTの強みを活かしつつ、家庭とも
連携して基礎基本の定着と学習習慣の確立を両立させ、学力向上に向けた指導体制を図っていく。

信
頼
さ
れ
る
学
校

・通信やホームページを通じた状況提供をほぼ
完璧に認めており、学校の情報発信が信頼の基
盤となっている。
・PTAや地域との連携を高く評価しており、学
校を支える外部ネットワークが非常に良好に機
能している。
・外部連携（PTA・地域）において、大人側の
肯定率（100%）に対し、児童生徒の肯定率が
73%に留まっており、地域連携の取り組みが子
供たちの実感に十分に結びついていない。
・児童生徒の肯定率（73%）を改善するため、
地域行事への参画や地域人材を招いた授業な
ど、子供たちが地域とのつながりを直接実感で
きる機会を増やす。外部連携の成果を児童生徒
にも分かりやすく伝え、自分たちが地域に支え
られ、また期待されている存在であることを意
識させる指導を行う。

教
育
環
境

・「教育環境が充実し、整備されている」とい
う項目で児童生徒と大人側の評価を比較する
と、子供たちの視点ではまだ改善の余地がある
と感じられている。
・子供たちが日常的に使用する設備や教材備品
について、アンケート等で具体的な要望を把握
し、優先順位をつけて改修・整備を進める。

健
や
か
な
体

・「早寝・早起き・朝ごはん」につい
て、教職員の肯定率（75%）が前年度
（100%）から大幅に低下しており、現場
視点では児童の生活リズムの乱れが懸念
されている。
・体力向上に関する評価が 教職員の肯
定率（92%）に対し、保護者の肯定率
（85%）がやや低く、学校の体力向上の
取組が家庭に十分に伝わっていない、あ
るいは家庭での実感に繋がっていない可
能性がある。
・「基本的生活習慣」の改善に向け、保
健だより等を通じた家庭への具体的な啓
発活動や、児童自身が生活を振り返る
チェックシートの活用を強化する。

体 力 向 上


